


　

五
〇
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
今
日
ま
で
の
歩
み
を
顧
み
ま
す
と
、
昭
和
二
八
年
に
制
定
さ

れ
た「
町
村
合
併
促
進
法
」の
趣
旨
に
そ
っ
て
、
昭
和
三
二
年
一
〇
月
一
五
日
旧
八
か
町
村
が

大
同
団
結
し
発
足
し
た
五
條
市
は
、
県
下
で
は
七
番
目
の
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
さ
ら

に
昭
和
三
四
年
南
宇
智
村
を
、
平
成
一
七
年
西
吉
野
村
・
大
塔
村
を
編
入
合
併
し
、
人
口
は
約

三
万
八
千
人
、
面
積
二
九
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
常
に
県
南
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・
産
業
・

教
育
・
文
化
並
び
に
観
光
の
拠
点
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
五
〇
年
を
ま
と
め
ま
す
と「
困
難
な
財
政
事
情
の
も
と
で
新
し
い
市
と
し
て
の
基
礎
固

め
に
専
念
し
て
き
た
期
間
」で
あ
り
、
充
実
し
た
市
民
生
活
、
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
地
域
社

会
の
中
で
、
し
あ
わ
せ
な
暮
ら
し
を
営
む
と
い
っ
た
理
想
郷
の
実
現
に
は
、
前
途
な
お
遠
く
か

つ
険
し
い
こ
と
を
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
現
実
の
社
会
情
勢
は
、
戦
後
の
急
速
な
経
済
成
長
の
成
果
と
し
て
物
質
的
な
面
に

お
い
て
非
常
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
交
通
や
公
害
の
面
で
生
活
環
境
が
阻
害

さ
れ
、
ま
た
通
信
交
通
手
段
の
著
し
い
発
達
に
よ
る
便
利
さ
の
反
面
、
気
ぜ
わ
し
さ
や
騒
々
し

さ
が
増
し
異
常
な
ま
で
の
競
争
心
理
が
人
々
を
か
り
た
て
、
も
の
の
考
え
方
や
価
値
観
に
大
き

な
変
化
が
現
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
五
〇
年
間
陰
に
陽
に
市
勢
進
展
の
た
め
ご
尽
力
頂
い
た
市
民
多
数
の
か
た
が

た
の
ご
芳
情
を
偲
び
ま
す
と
き
、
そ
の
熱
意
と
ご
苦
労
は
筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

特
に
私
が
直
接
市
政
を
担
当
致
し
ま
し
て
か
ら
、
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
諸
先
輩
・
市
議
会
・
国
・

県
の
ご
援
助
・
ご
教
示
・
更
に
温
か
い
市
民
各
位
の
ご
厚
情
は
身
に
余
る
あ
り
が
た
い
も
の
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
市
政
の
将
来
を
見
つ
め
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
検
討
し
、
そ
の
具
体
化
に
努
力
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
市
制
五
〇
周
年
の
意
義
は
過
去
の
歩
み
を
顧
み
る
の
で
は
な
く
、
来
る
べ
き
次
の
世
代

に
今
日
ま
で
の
歩
み
を
ど
う
活
か
し
て
行
く
か
に
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　
「
地
方
自
治
は
民
主
政
治
の
基
礎
を
な
す
も
の
」と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
か

た
が
た
の
要
望
に
添
っ
て
真
に
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
っ
て
行
く
道
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
常

に
さ
ま
ざ
ま
の
困
難
な
矛
盾
が
横
た
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
、
か
つ
て
先
人
の
経
験
し
た
も
の
と
異
な
っ
た
厳
し
い
試
練
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
明
日
の
五
條
市
の
進
む
べ
き
道
を
切
り
開
い
て
行
く
こ
と

こ
そ
、
現
代
に
生
き
る
も
の
の
責
務
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
鑑
み
、
今
日
ま
で
市
勢
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
先
輩
各
位
・
市
民
の

皆
様
の
熱
意
と
ご
協
力
に
深
い
敬
意
と
謝
意
を
表
し
、
こ
の
機
に
更
に
融
和
と
団
結
の
意
識
を

高
め
、
市
民
が
常
に
一
体
と
な
っ
て
子
や
孫
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
誇
れ
る
街
を
つ
く
る
た
め
、

一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
し
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

五條市は市制施行50周年を迎えました
ごあいさつ

五條市長

吉野　晴夫

�祝 市制施行50周年



市勢要覧

　

菊
花
薫
る
好
季
節
に
五
條
市
制
五
十
周
年
を
迎
え
、
こ
こ
に
市
民
の
皆
様
方
と
と

も
に
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
昭
和
三
十
二
年
十
月
十
五
日
、
宇
智
郡
五
條
町
、
牧
野
村
、
北
宇
智
村
、

宇
智
村
、
大
阿
太
村
、
南
阿
太
村
、
野
原
町
、
阪
合
部
村
の
八
か
町
村
の
合
併
に
よ

り
誕
生
し
、
三
十
四
年
一
月
に
南
宇
智
村
が
合
併
、
以
来
半
世
紀
、
豊
か
な
自
然
と

伝
統
に
育
ま
れ
た
五
條
市
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
第
一
次
の
五
條
市
総
合
計
画
を

策
定
し
、「
緑
と
水
と
人
情
に
恵
ま
れ
た
、
豊
か
で
住
み
よ
い
産
業
・
文
化
・
田
園
都
市
」

を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
一
昨
年
の
九
月
二
十
五
日
に
西
吉
野
村
、
大
塔
村
と
の
合
併
で
現
在

の
市
政
進
展
の
地
域
基
盤
を
確
立
し
、
地
方
分
権
社
会
の
創
造
に
向
け
て
は
、「
豊
か

な
自
然
と
歴
史
が
織
り
な
す
、
な
ご
み
と
ロ
マ
ン
と
ふ
れ
あ
い
の
創
造
都
市
」を
新
五

條
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
や
急
激
な
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
、

地
域
社
会
や
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
真
の
地
方
分

権
改
革
時
代
に
際
し
ま
し
て
は
、
創
意
と
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
従
来
に
も
増
し
て
的
確
な
対
応
で
諸
施
策
の
実
現
を
図
っ
て
い
く

責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
制
五
十
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
先
人
の
遺
産
を
さ
ら
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
市
行
政
と
と
も
に
未
来

に
向
け
て
の
英
知
を
す
べ
て
結
集
し
、
愛
す
る
五
條
を
一
層
明
る
く
、
魅
力
あ
る
住

み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
格
別
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
市
制
五
十
周
年
記
念
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

ごあいさつ

五條市議会議長

寺本　保英

　

平
成
19
年
10
月
15
日
、
五
條
市
は
市
制

施
行
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
10
月
14
日
、
五
條
市
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
市
制
施
行
50
周
年

式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
奥
田

真
祐
美
さ
ん
の「
と
き
め
き
コ
ン
サ
ー
ト
」

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
後
、
五
條
市

の
50
年
の
あ
ゆ
み
を
綴
っ
た
ビ
デ
オ
が
上

映
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
辞
で
吉
野
市
長
は
、
市
勢
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
謝
意
を
表
し

ま
し
た
。
ま
た
、
各
界
か
ら
招
い
た
来
賓

を
代
表
し
て
、
荒
井
正
吾
奈
良
県
知
事
、

田
野
瀬
良
太
郎
衆
議
院
議
員
、
秋
本
登
志

嗣
奈
良
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
代
表
者
が

祝
辞
を
述
べ
、
市
制
施
行
50
周
年
を
祝
い

ま
し
た
。

荒井正吾奈良県知事 田野瀬良太郎衆議院議員

秋本登志嗣奈良県議会議員 歌で花を添えた奥田真祐美さん

市
制
施
行
50
周
年
記
念

五
條
市
市
勢
要
覧
を
発
行
し
ま
し
た

　

五
條
市
で
は
、市
制
施
行
50
周
年
を
記

念
し
て
、五
條
市
市
勢
要
覧
２
０
０
７

「
50
年
目
の
五
條
に
『
、あ
う
。』」を
制
作

し
ま
し
た
。

　

誕
生
50
年
を
迎
え
た
五
條
市
の
再
発

見
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

秘
書
課
広
報
係
本（
内
線
３
５
１
）

�



交付金等内訳

歳　入 205億0,501万円
区分 決算額（万円） 構成比（％）

自
主
財
源

市　税  35億0,568万円 17.1%
繰入金  11億0,000万円 5.4%
繰越金   5億6,375万円 2.7%

分担金及び負担金   3億8,687万円 1.9%
使用料及び手数料   3億2,454万円 1.6%

諸収入等   4億7,155万円 2.3%

依
存
財
源

交付金等  11億5,649万円 5.6%
県支出金   9億2,425万円 4.5%

国庫支出金  11億8,261万円 5.8%
市　債  36億2,840万円 17.7%

地方交付税  72億6,087万円 35.4%
計 205億0,501万円 100.0%

歳　出 199億7,677万円
区分 決算額（万円） 構成比
義
務
的
経
費

人 件 費  43億2,896万円 21.7%

公 債 費  37億1,841万円 18.6%

扶 助 費  16億9,354万円 8.5%

投
資
的

経

費

普通建設事業費  46億0,030万円 23.0%

災 害 復 旧 費      4,832万円 0.2%

消
費
的
経
費

物 件 費  22億4,803万円 11.2%

補 助 費 等   7億2,076万円 3.6%

維 持 補 修 費      7,322万円 0.4%

そ
の
他
の

経

費

繰 出 金  20億9,080万円 10.5%

積 立 金   4億5,100万円 2.3%

貸 付 金 等        343万円 0.0%
計 199億7,677万円 100.0%

　

五
條
市
の
財
政
の
収
入
・
支
出
状
況
を
示
す
平
成
18
年
度
決
算
が
、
平
成
19
年
第
３
回
市
議
会

定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
た
税
金
や
、
地
方
交

付
税
・
国
庫
支
出
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

市
政
を
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
市
の
家
計
簿
」で
あ
る
決
算
の
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　18年度決算は、合併後初めての年間決算であり、昨年度（旧３団体合計決算値）と比較
して歳入で△8.6％、歳出で△8.5％の減少となりました。
　この主な減少要因は、公共事業費の縮減ですが、事務費においても10％余りの減少と
なりました。
　また、実質収支では、２億４千３百万円の黒字決算ですが、基金の取り崩しを行うな
ど厳しい財政状況となっています。
　そのため、本年５月に策定した五條市集中改革プランに基づき、明確かつ着実な目標
設定により抜本的な改革をスタートさせたところであり、「歳入に見合った歳出構造」への
転換等健全化に向け全庁挙げて取り組んでいます。

　三位一体の改革による地方交付税（臨時財政対策
債含む）の削減や国庫補助金の一般財源化等により
歳入は減少しており、そのため基金の取り崩しや
有利な市債の発行などにより財源確保を図ってい
ます。

歳　入

　昨年度と比較し、普通建設事業費で△21％、物
件費△11％、人件費△３％の減少となりました。
しかし、市債の元利償還である公債費が依然とし
て多額であり、歳出総額を引き上げるとともに実
質公債費比率・経常収支比率等の財政指標を悪化
させています。

歳　出

　財政運営の状況を示す実質収支は、歳入205
億 ５ 百 万 円、 歳 出199億 ７ 千 ７ 百 万 円、 差 引
５億２千８百万円となり、翌年度に繰越した事業
への財源２億８千５百万円を差引いた実質収支は
２億４千３百万円の黒字決算となりました。

実質収支

市 　 民 　 税 13億7,930万円（ 39.3％）
固 定 資 産 税  16億9,232万円（  48.3％）
軽 自 動 車 税 8,437万円（ 2.4％）
市 た ば こ 税 ２億0,238万円（ 5.8％）
都 市 計 画 税 １億4,731万円（ 4.2％）
市 税 合 計   35億0,568万円（100.0％）

市税決算額

�決算報告



［単位：千円］
会　計　名 収入済額 支出済額 差　引 翌年度繰越財源 実質収支

一　般　会　計 20,505,008 19,976,771 528,237 284,652 243,585
国 民 健 康 保 険 4,018,719 3,784,985 233,734 0 233,734  

特 簡 易 水 道 521,538 517,472 4,066 2,146 1,920  
老 人 保 健 3,743,555 3,737,851 5,704 0 5,704  

別 下 水 道 事 業 1,709,731 1,703,518 6,213 6,213 0
墓 地 事 業 2,466 1,978 488 0 488

会 介 護 保 険 2,684,778 2,575,299 109,479 1,155 108,324
大 塔 診 療 所  54,707 51,229 3,478 0 3,478

計 農業集落排水事業 2,806 1,921 885 0 885
小 　 計 12,738,300 12,374,253  364,047 9,514 354,533

合　　　計 33,243,308 32,351,024 892,284 294,166  598,118

用語の解説
実質収支　歳入決算額から、歳出決算額

を差し引きさらに翌年度に繰り越すべ
き財源を控除したものです。
財政力指数　財政力を示す指標。１に近

い、あるいは１を超えるほど財政的に
豊かです。
経常収支比率　経常的に入ってくる歳入

が経常的に支出される経費にどれだけ
使われているかを示す指標です。市町
村では75％を上回らないのが望ましい
とされています。
実質公債費比率　事業の財源となる市債

の発行を抑制する指標となるもので、
25％を超えると単独事業等の借り入れ
が制限されます。
繰入金　基金や他会計からの繰入で、基

金からは基金の取崩を指します。
市債　建設事業などを行うために国や金

融機関から借り入れるお金です。
義務的経費　歳出のうち、その支出が義

務付けられ、任意に削減できない経費
です。人件費、公債費、扶助費がこれ
にあたります。
人件費　職員給与や議員報酬、各種委員

報酬などです。
公債費　市が借り入れた市債（借金）の今

年度の返済金です。
扶助費　生活保護、児童福祉、老人福祉

などの各種扶助の費用です。
投資的経費　学校や道路の建設、災害復

旧など、将来にわたって残る資本の形
成に使われる経費です。
物件費　庁舎等施設の消耗品や光熱水費、

業務の委託料などの経費です。
繰出金　一般会計から特別会計への繰出

金です。
補助費等　団体への補助金、協議会への

負担金などの経費です。
一般会計　市の行政運営の基本的な経費

を計上した会計です。
特別会計　市が特定の事業を行うために、

一般会計と区分して経理する会計です。
収益的収入と支出　企業の経営活動によ

り発生する収益とそれに対応する費用
です。
資本的収入と支出　企業の将来の経営活

動に備えて行う建設改良費やそのため
に必要な企業債償還金などの支出とそ
の財源となる収入です。

［単位：千円］  

水道
収益的収支 収入 810,255

支出 769,267

資本的収支 収入 53,396
支出 355,702

［単位：千円］
会　計　別 平成16年度末 平成17年度末 平成18年度末
一般会計 31,398,789 32,580,956 33,091,072
簡易水道
特別会計 2,807,630 3,007,192 2,999,578

下水道事業
特別会計 10,217,107 10,277,664 10,444,302

大塔診療所
特別会計 0 1,500 1,500

農業集落排水
事業特別会計 0 29,900 29,900

水道事業会計 3,058,515 2,870,896 2,669,443
合        計 47,482,041 48,768,108 49,235,795

企業会計決算 市債残高状況

項　　目 平成16年度 平成17年度 平成18年度
財 政 力 指 数 0.362 0.358 0.394 
経常収支比率 102.2 105.5 104.8 
実質公債費比率 − 17.8 19.8 

主な財政指標

［単位：千円］
基金名 平成16年度末 平成17年度末 平成18年度末

財政調整基金 2,144,498 1,569,578 1,072,578
減債基金 979,840 980,870 981,870

公共施設整備基金 1,403,139 704,139 105,139
その他特定目的基金 884,850 779,000 1,225,000

合　　計 5,412,327 4,033,587 3,384,587

主な基金の状況

主な事業

火葬場建設事業

五條中央公園建設事業

会計別決算
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五條市消防本部　☎22・3310

灯油かん（ポリ容器）の
保管と製造年月の確認

平成19年度

防 火 ポ スター
入賞者が決定

　五條市消防本部では、五條市防災
協会の協力を得て、毎年、秋の火災
予防運動に合わせ、小学生（４，５，６
年）および中学生を対象に防火ポス
ターを募集し、今年度も３２０点の
応募がありました。審査の結果、入
賞者は次のとおりです。
　なお、入賞作品は11月９日から
11月15日まで、五條サティに展示
します。

【特　選】　６点
仲川真世さん（宇智小学校４年）
下村達也さん（阿太小学校５年）
福塚季美子さん（宇智小学校６年）
辻内優さん（五條東中学校１年）
杉﨑由貴菜さん（五條東中学校２年）
福塚咲さん（五條中学校３年）

【入　選】　28点    
小学校　４年　５点
小学校　５年　１点
小学校　６年　３点
中学校　１年　６点
中学校　２年　７点
中学校　３年　６点

保管　日光に当たらないように保管されていますか？
　ベランダなど雨・風・日光の当たるところに保管されている灯油かんは、性
能が低下していきます。物置のような暗くて温度の低い場所に保管しておくこ
とが一番です。ベランダなどに置く場合でも、覆いをして紫外線をしゃ断する
ように心がけてください。

確認　お宅では何年お使いになっていますか？
　紫外線の影響を受ける状態で保管された灯油かんは、
３年程度で劣化が進みます。覆いなどの処置を講じた場
合でも、５年を目安に取り替えるのが安全です。灯油かん
には製造年月が表示されています。
　安全に使用するために、確認をお勧めします。

◎灯油かんにはガソリンをいれないでください。
　灯油かんには、使用上の注意事項の表示と警告ラベルが貼られています。
　よく読んで安全に使用してください。
　※万一、灯油かん等で破裂事故が起こった場合は消防本部に知らせてくださ

い。

　11月９日は「１１９番」の日です。
　この日から15日までの１週間、「火は見てる　あなたが離れる　その時を」
を統一標語に秋の火災予防運動が全国一斉に行われています。これからの季
節、空気が乾燥し、火災の発生しやすい時季を迎えますので、火気の取り扱
いには十分注意し、火災のない街づくりにご協力をお願いします。

３つの習慣
　○寝たばこは、絶対しない。
　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策
　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　○寝具や衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
　○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
−３つの習慣・４つの対策−

秋の火災予防運動実施中

�消防トピックス　　

中学生の部　特選　福塚　咲さん

小学生の部　特選　仲川　真世さん



こんにちは
ローニー・トムスン
外国語指導助手（ALT）

です

ローニー先生、三か国語できますか？
　今日は五條の皆さん、この前の西吉野モンスターの記事を多くの人が読
んでくれてうれしいです。僕は日本に来てからカッパとか火の玉とかゲ
ゲゲの鬼太郎に出てくるいろいろな妖

よう

怪
かい

とか、日本のお化けに興味を持っ
ています。カナダにはこういうものはいませんが、ビッグフット（大足）
がいます。森に住んでいてとても大きくて背が２メートル５０センチ近
くあり、全身茶色の毛で覆われているのです。またカナダの北の方の雪
が多い地方には、ビッグフットとほとんど同じなんですが、毛が白いイェ
ティというのが住んでいます。
　さて話題が変わって言語についてです。日本では公用語は日本語だけで
すが、カナダでは英語とフランス語が公用語です。カナダのほとんどの人
は英語を話しています。フランス語ができる人は全体の４分の１ぐらいし
かいません。両方できる人は１５％ぐらいです。そして僕はその１５％に
入るのです。というのは子供時代のひと時をカナダのフランス語圏ケベッ
クで過ごし、大学もケベックにあったからです。
　カナダで両方の言語が使えることはうれしいことなんですが、今年の
夏、日本でこの特技を生かすというすばらしい経験をしました。京都の画
廊経営者、カナダから来た僕の友達ケイティー、僕との三人で名古屋へ
行ったのです。そこである陶芸家に会いました。その人は日本語しか話せ
ません。そこに２人の画廊経営者がフランスから来ていました。彼の作品
を見て良いのがあればいくつかを購入し、フランスに持ち帰るためです。
フランス人の１人は少し英語ができます。京都の画廊経営者も少し英語が
できます。だからその場にいる人の中でほかのすべての人とたやすくコ
ミュニケートできるのは僕だけだったんです。最初に僕たちはギャラリー
へ行き、次にアトリエに行きました。僕はフランス語から日本語と英語に、
日本語から英語とフランス語に、英語から日本語とフランス語に通訳し
ました。僕にとっては素晴らしい体験で、みんなの役に立ててとてもう
れしかったです。僕はみなさんも中国語でも韓国語でもドイツ語でも英
語でも何でも良いから第二の言語を話せるように努力するべきだと思い
ます。外国語を恐れたりしり込みしてはいけません。そうではなくて積
極的に話し、理解しようと努力すべきだと思います。そうすると旅行や、
そのほかのいろんな実践の中で、いつのまにかコミュニケートできるよ
うになりますよ。頑張ってくださいね！

＊この記事は、ＡＬＴの書いた英文を訳したものです。
　英語版は中央公民館にあります。

みんなで守る　子どもの笑顔
　　　　気にかけ　目をかけ　声をかけ
　　　　子どもたちを見守ろう

■問合先　青少年センター　☎２４・３００４

安心・安全な街　五條
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手作り園名板の除幕

フリーマーケット模擬店

笑顔の出席者

史跡公園で清掃活動を行う参加者

森に“にぎわい”

　北山町の市立五條文化博物館（ごじょうばうむ）隣接地に、５万
人の森公園がオープンし、10月14日、市制50周年記念として同
公園のオープニングセレモニーが行われ、たくさんの市民が訪れ
ました。
　セレモニーではくす玉割りでオープンを祝い、続いて園名板の
除幕式、太鼓や保育園児、中学生による楽器演奏が行われました。
この園名板は市内のボランティア９グループが共同で手作りした
ものを組み合わせたもので、縦約2.5メートル、横約３メートルで、
県道西佐味中之線町沿いの公園入口に掲げられます。
　また、この日は園内でフリーマーケットが開催され、100のブー
スに出店。飲食物を扱う模擬店も登場し、訪れた市民は思い思い
の品を買い求めていました。
　この公園は平成16年度から整備が進められていたもので、敷地
面積は約８万４千平方メートル、展望台や芝生広場、バーベキュー
などが行える炊事施設、炭焼き小屋が設けられ、名称は将来の計
画人口にちなんで名付けられました。

５万人の森公園オープン

笑い声があふれた１日

　市制50周年記念五條市敬老会が９月28日中央体育館で行わ
れ、約1,100人が出席しました。
　この会は市内全域の満75歳以上の皆さんを招待し、長寿を
お祝いするとともに、長年のご苦労に敬意と謝意を表すため
に行われ、今回は午前、午後の部を設け、中央体育館で開催
されました。
　会では今年米寿を迎えた122人の方にお祝いの品が贈られ
ました。また演芸なども行われ、出席者は楽しい時間を過ご
しました。

敬老会に1,100人が出席

パワーを社会貢献に

　（社）五條市シルバー人材センターは、10月１日から
30日までの「シルバー人材センター事業普及啓発促進月
間」に先がけ、９月30日新町の史跡公園で草刈り、落ち
葉の清掃など社会奉仕活動を行いました。この活動に
は、役員、会員をはじめ新町地区自治連合会会員122人
が参加し、清掃活動に汗を流しました。

シルバー人材センター社会奉仕活動

�五條ニュース五條ニュース



秋の日差しを受けてゴールを目指す参加者

大森宗務総長（左）から市長に手渡される

限界に挑戦

　10月21日にチャレンジウォーク2007が開催されました。
　チャレンジコースは午前６時、ファミリーコースは午前９
時にスタート。秋空にいわし雲が浮かび赤とんぼが群れ飛ぶ
なか、沿道の皆さんの心温まる声援を受けて、参加者９２７
人のうち、789人が完歩しました。
　開催にあたり、交差点等での誘導・安全確保、タオル・飲
みものの提供、「ぜんざい」の炊き出しなど、今年もチャレンジ
ウォークを支えてくださったボランティアの皆さんとコース
周辺住民の皆さんのご協力に感謝します。ありがとうござい
ました。

市制５０周年を祝って

　このほど、辯天宗より市に対し市制50周年のお祝い
と、日ごろの感謝の意を込めて、1000万円が寄付され
ました。
　９月27日に、辯天宗の大森光祥宗務総長が市長室を
訪問し、吉野市長に1000万円の寄付金が手渡されまし
た。
　これを受け市長は「五條市の発展のために役立てた
い」と感謝の気持ちを表しました。

辯天宗より寄付

秋空のもと、気持ちのいい汗

　第４９回五條市民体育大会が10月７日、晴天の中上野公園多目的グラウンド
で開催されました。
　大会は、西吉野地区の皆さんのおどりで幕を開け、徒競走や綱引き、リレーな
どの種目に参加者はスポーツの秋を満喫しました。なお結果は次のとおりです。
▽綱引き 【優勝】　阪合部地区
▽職場対抗800ｍリレー 【優勝】　五條市消防本部Ａチーム
▽小学生女子低学年200ｍリレー 【Ａ組優勝】北宇智地区　【Ｂ組優勝】田園地区
▽小学生男子低学年200ｍリレー　【Ａ組優勝】阪合部地区　【Ｂ組優勝】北宇智地区
▽小学生女子高学年400ｍリレー　【Ａ組優勝】五條西地区　【Ｂ組優勝】南宇智地区
▽小学生男子高学年400ｍリレー　【Ａ組優勝】五條西地区　【Ｂ組優勝】阪合部地区
▽中学生女子400ｍリレー 【Ａ組優勝】阪合部地区　【Ｂ組優勝】北宇智地区
▽中学生男子800ｍリレー 【Ａ組優勝】北宇智地区　【Ｂ組優勝】宇智地区
▽ジャンボ縄跳び 【Ａ組優勝】田園地区　　【Ｂ組優勝】南宇智地区
▽たるころがし 【Ａ組優勝】阪合部地区　【Ｂ組優勝】五條西地区
▽おそうじ上手 【Ａ組優勝】五條西地区　【Ｂ組優勝】田園地区
▽ボールといっしょ 【Ａ組優勝】阪合部地区　【Ｂ組優勝】阿太地区
▽２人３脚リレー 【Ａ組優勝】野原地区　　【Ｂ組優勝】南宇智地区
▽成年男女混合リレー 【優勝】阿太地区
▽おさるのかごやリレー 【Ａ組優勝】田園地区　　【Ｂ組優勝】南宇智地区
▽女子29歳以下100ｍ徒競争 【Ａ組優勝】五條西地区　【Ｂ組優勝】五條東地区
▽女子30歳以上100ｍ徒競争 【Ａ組優勝】南宇智地区　【Ｂ組優勝】阪合部地区
▽男子30歳以上100ｍ徒競争 【Ａ組優勝】野原地区　　【Ｂ組優勝】阿太地区
▽男子29歳以下200ｍ徒競争 【Ａ組優勝】阿太地区　　【Ｂ組優勝】野原地区
▽女子年代別リレー 【優勝】五條西地区
▽男子年代別リレー 【優勝】阪合部地区

五條市民体育大会

チャレンジウォーク2007開催

第２２回五條市ソフトテニス協会会長杯
　第22回五條市ソフトテニス協会会長杯が９月23日
に県立五條高等学校テニスコートで、128人が参加
して行われました。結果は次のとおりです。（敬称略）

【中学男子の部】
▽優　勝　福田泰之・木村昂平（五條西中学校）
▽準優勝　林田侑磨・中田喜之（五條西中学校）
▽第３位　松田祐偲・狐坂将人（五條西中学校）

【中学女子の部】
▽優　勝　新澤杏奈・北野沙季（野原中学校）
▽準優勝　扇田奈津美・柿本晴香（野原中学校）
▽第３位　窪田渉菜・岩木文菜（五條東中学校）
　　　　　新澤はるか・小柗香奈（野原中学校）

【高校・一般男子の部】
▽優　勝　板山大佑・川本直樹（五條高等学校）
▽準優勝　木村茂和・佐々木延夫（五條市ソフトテニス協会）
▽第３位　坂上統士・高杉健太（五條高等学校）

【高校・一般女子の部】
▽優　勝　西　雪菜・中　祥子（五條高等学校）
▽準優勝　長谷川真子・山口美奈世（五條高等学校）
▽第３位　天野宏美・井藤理沙（五條市ソフトテニス協会）

【シニア・ＯＧの部】
▽優　勝　出口善博・天野美智子（五條市ソフトテニス協会）
▽準優勝　馬場隆昭・平山倫子（五條市ソフトテニス協会）
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五條市制50周年記念

当日は、市内の農業者さんが生産した農林畜産物を
会場いっぱいに展示し、皆さんをお待ちしています。

■主　催　五條市農林産物品評会実行委員会
■問合先　五條市役所農林課　☎２２・４００１（内線２７２）



（往復200m）

ミルクシェイク

午前10時～
午後２時

無 料

11/17 土

鶏卵の販売

午後２時～
午後４時11/16 金

午前９時～
午後２時11/17 土

まほろば鉄道(ミニ列車・カッキー号)

午前10時～正午
午後１時～午後３時
（乗車は先着600人限り。）11/17 土

福引抽選会

午後２時～
午後４時11/16 金

午前９時～
午後２時11/17 土

お茶席（お茶菓子・お抹茶）

切り取り線

まほろば鉄道(カッキー号)

乗　車　券

11/17土
午前10時～正午
午後１時～午後３時

中央体育館のスタンプポイントでスタンプを押してください。
スタンプがない場合は、乗車料金300円が必要となります。

（乗車は先着600人限り。）

土11/17
午前９時～午後３時

もっくん（　  　）
の展示

木製ハイブ
リットカー

土11/17
午前９時～午後２時

ＪＡ婦人部バザー

土11/17
午前９時～午後２時

園芸品即売
その他

午後２時～
午後４時11/16 金

午前10時～
午後２時11/17 土



社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます
年末調整や確定申告で添付等が義務付けられています
　国民年金保険料は、税の申告をする時、納めた保険料の全額が社会保険料控除の対象となります。
　この社会保険料控除の申告について、平成１７年３月に所得税法が改正され、平成１９年中に納めた保険料に
ついて社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告を行う際に、保険料を支払ったことを証明する書
類（領収証書等）の添付等が義務付けられています。

　このため、国民年金保険料を納付した人には、社会保険庁から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送
付されますので、年末調整や確定申告を行う時まで大切に保管してください。

送付時期
平成１９年１月１日から１０月１日の間に保険料を納付した場合 平成１９年１１月上旬
平成１９年１１月上旬の送付対象とならなかった人で、１０月２日
から１２月３１日までの間に初めて納付した場合 平成２０年　２月上旬

　手続きやご不明な点等があれば、住民票のある市町村役場の国民年金担当窓口または最寄りの社会保険事務所
まで、お問い合わせください。

奈良社会保険事務局

■問合先　五條市役所市民課年金係　☎２２・４００１（内線２６８、３７０）
　　　　　大和高田社会保険事務所　☎０７４５・２２・３５３１

奈良県の最低賃金
　最低賃金は、最低賃金法に基づいて決定されたもので、常用・臨時・パートタイマー・アルバイト等を含め、
すべての労働者に適用されます。使用者は、適用される最低賃金額等を周知するとともに、必ずこの金額以上の
賃金を支払わなければなりません。

奈良県最低賃金　　　（19.10.25発効） 時間額　　　　　６６７円

「守ろう！確かめよう！この最低賃金」
　詳しくは、次までへお気軽にお問い合わせください。

■問合先　奈良労働局　☎０７４２・３２・０２０６
　　　　　大淀労働基準監督署　☎０７４７・５２・０２６１

　市役所本・支所担当窓口、取扱金融機関および郵便
局で納付してください。
　納税は便利で確実な口座振替（自動払込）をご利用く
ださい。
　納期限は１１月３０日（金）です。

■問合先
　保険課保険税係　本（内線２６６、３６８） 

11月は

国民健康保険税（5期）
の納期です。
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　１１月初旬ごろから調査対象の小売店舗を調査員が訪問し、調査票の記入依頼にうかがいますので、ご協力を
お願いします。また、調査対象の飲食店、サービス業を営む店舗に対しサービスなどの料金について、市職員が
電話等で聞き取り調査を行いますので、ご協力をお願いします。

調査の目的・期日など

　全国物価統計調査は、国民の消費生活において重要な支出の対象を幅広く調査し、物価の銘柄間格差、地域間
格差など価格差の実態を解明し、各種行政施策の基礎資料を得ることを目的として平成１９年１１月２１日を期
日として実施します。
　この調査は、統計法に基づく指定統計調査です（指定統計第１０８号）。統計法には、申告の義務、調査票の統
計目的外への使用禁止、調査に携わる者の守秘義務などが定められています。

■問合先　庶務課統計係　本（内線２３６）

平成１９年全国物価統計調査が実施されます

　使用期間が長い家電製品による火災事故が発生しています。使用期間が長い家電製品を使用するときは、必ず
点検を実施しましょう。
　扇風機のほかに　テレビ　エアコン　洗濯機　石油ファンヒーターなど　電源が入らなくなったり切れなく
なったり、変なにおいがしたり、煙が出るようなことがあったら直ちに使用をやめ、販売店、メーカーに連絡し
てください。　
　その他の家電製品についても古くなったものについては「異常がないか」よく確認をお願いします。

消費生活相談（商品やサービス・契約に関するトラブル）を行っています

　訪問販売や電話勧誘、展示会などで商品を買ったが納得できない、携帯電話・インターネットのトラブルで困っ
ている、身に覚えのない請求や訴訟を知らせる手紙がきた、などお気軽にご相談ください。

毎週金曜日（祝休日は除く）　　午前１０時～午後３時
市役所（本庁）　第２分庁舎３階　　相談無料
電話でも受け付けています。（☎２２・４００１　内線４１１）

■問合先　商工観光課商工係　本（内線４１０）

あなたのお宅の扇風機、テレビは大丈夫？！
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五條地区犯罪被害者を応援しています
　警察は各種の被害相談窓口を設け、被害者からさまざまな相談に応じています。
　被害者本人からだけではなく、家族や友人からの相談も受け付けています。

被害者のための相談窓口
　犯罪の被害にあって困っている、また悩んでいる皆さんのための相談窓口です。それぞれ担当者が
電話で、また面接で被害者の不安を少しでも軽くするために相談を受け付けています。 

相談窓口／電話番号 時　　間 内　　　　　　容
ナポくん相談コーナー　0742-23-1108（ダイヤル式）
　　　　　　　　　　　♯9110（プッシュ式）
お話ＦＡＸ　0742-24-0874

終　　日
犯罪被害やストーカー・配偶者からの暴力・子
供の非行・嫌がらせなど、事件や事故に至って
いないが不安や危険を感じていることなど

ヤング・いじめ110番　0742-22-0110
（中南和少年サポートセンター）　0744-27-4544 終　　日 子供の非行問題、いじめなどで悩んでいる少年

の相談
悪質商法110番　0742-24-9441 終　　日 悪質商法の被害に関する相談

性犯罪被害相談110番　0742-24-4110 終　　日 性犯罪被害の届出および性犯罪に関するあらゆ
る相談

覚せい剤110番　0742-33-1818 終　　日 薬物被害に関する相談
暴力110番　0742-25-0110
暴力団離脱110番　0742-23-9384 終　　日 暴力団に関する困りごと相談

暴力団からの離脱に関する相談

各警察署の警察安全相談「ナポくん相談コーナー」
　各警察署の代表電話番号（内線216） 終　　日

犯罪被害やストーカー・配偶者からの暴力・子
供の非行・嫌がらせなどの事件や事故に至って
いないが不安や危険を感じていることなど

（社）なら犯罪被害者支援センター相談電話
　0742-24-0783
面接電話（予約）　0742-24-0783

土・日・祝日・年末年始を除く
午前10時～午後３時

月・火・金
午前10時～午後３時

被害者やご家族等からの電話および面接相談

犯罪被害給付制度
■この制度は 
  故意の犯罪行為により不慮の死亡、重傷病または障害という重大な被害を受けたにもかかわらず、何らの公的救済や加害者
側からの損害賠償も得られない被害者または遺族に対して、社会の連帯共助の精神に基づき国が犯罪被害者等給付金を支給
する制度です。
■犯罪被害者等給付金
　▽遺族給付金
　▽重傷病給付金
　▽障害給付金
■給付金支給裁定の申請
　給付金支給申請の受付は、警察本部または警察署で行っています。
■申請の期限
　給付金の申請は、犯罪行為による死亡、重傷病または障害の発生を知った日から２年を経過したとき、ま
たは当該死亡、重傷病または障害が発生した日から７年を経過したときは、することができません。
 
■問合先　奈良県警察本部県民サービス課犯罪被害者対策係
　　　　　　奈良市登大路町８０　☎０７４２・２３・０１１０

１１月は全国一斉

「女性の人権ホットライン」強化週間
　夫・パートナーからの暴力をはじめとして職場等におけるセクシュアルハラスメント、ストーカー行為などの女性の人権
にかかわる問題全般について、人権擁護委員の中の男女共同参画社会推進委員が次のとおり無料・秘密厳守で電話相談に応
じます。
■日時　１１月１２日（月）～１８日（日）　▽平日　午前８時３０分～午後７時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ▽土・日曜日　午前１０時～午後５時
■対象　県内在住の女性
■相談員　奈良県人権擁護委員連合会男女共同参画社会推進委員（人権擁護委員）
■電話番号　全国一斉「女性の人権ホットライン」　☎０５７０・０７０・８１０（全国共通ナビダイヤル）
■問合先　人権施策課　本（内線２８６）
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回からは、松倉豊後守重政の人物像を理解する一助として、
彼に関係する逸話を紹介します。
　江戸時代初期の武将や徳川氏の家臣の言行・事績を述べた『明

め い

良
りよう

洪
こ う

範
は ん

』という逸話・見聞集があって、その中には、以下のように松
倉豊後守重政のことが記載されています。松倉豊後守重政は、生涯
奢
お ご

ることがなく、＜武
ぶ

辺
へ ん

第一ノ人＞でした。しかし、小大名である
重政は、事ある時には戦の人数が不足します。それで、日ごろから
浪人の武士でも＜武辺ノ士＞とは親しみ、共に出陣するようにも依
頼し、もし軍功があれば君に推挙すると語っていたといいます。更
に重政は、この＜武辺ノ士＞をしばしば集めては、彼ら浪士を饗

きょう

応
お う

します。その時「飯ハ玄米飯、魚鳥ハ自身猟セシ物、野菜ハ自園ノ
品、料理方ハスベテ粗ニシテ奢レル事ナク、只

た だ

沢山ナルヲ要トシ、
廿（二十）人ノ人数ニハ四十人ノ手当シ、我モ浪士モ一席ニ飲食」し、
これ以外の四季折々の宴

うたげ

にも「衆ト共ニ楽」しみ、「士卒ヲ撫養スル事
ヲ楽」しみにしていたということです。
　この話から、どのような重政像をイメージされるでしょうか。粗
食に甘んじて土地経営との結びつきから離れきっていない本来の武
士、武辺を第一とし、戦に備えの怠らない戦国武将、武士身分の上
下もまだ流動的で、自らも経験した可能性の高い浪人への気遣いの
できる奢ることのない武将といった所でしょうか。
　次は、『太閤記』（小

お

瀬
ぜ

甫
ほ

庵
あ ん

著：１６６１年刊）から、重政の記事を
紹介します。
　豊臣秀吉の家臣の古田吉左衛門（重則）は、天正７（１５７９）年の
別
べ つ

所
し よ

長
な が

治
は る

居城の三木城攻めの時に討ち死にを遂げます。戦死した重

則の子には古田重勝・重治兄弟がいましたが、兄の重勝が古田家を
継ぎ、文禄４（１５９５）年には伊勢松阪に３万５千石を領し、更に
関ヶ原の戦い後、５万５千石に加増されます。しかし、その重勝は
慶長１１年に４７歳で没してしまいます。その重勝の長男重恒はわ
ずか４歳（別の史料では６歳）であったため、重勝の弟重治が古田家
を継ぐよう家康から命が下ります。にもかかわらず重治は、甥

お い

の重
恒が成長するのを待ってからですが、家督を甥に譲って隠居してし
まい、「物わびしきさまにて」江戸で暮らしました。このことに対し
て、松倉重政は以下のように評します。重治が甥に家督や財産を譲っ
て隠居したのは、病身のために静かに暮らしたいと思ったのだろう、
この身の処し方は当然であると。ところが、重治が都会である江戸
で生活を送っていることを知ると、重治の隠居は病気などの具体的
な障害があったからではなく、高い信念に基づいての行動であった
と判断し直します。松倉重政と同席していた分

わ け

部
べ

左
さきようのすけ

京亮らは、この
重政の評価に同意し感心したということです。
　この逸話からはどのように思われるでしょうか。家康の命令に抗
してまでも５万石以上の城主の地位を捨てるという事に対して、病
身の故に世に厭

い と

いたからであろうとする松倉重政の考え方は、現実
的で自然なイメージを持たせるに十分ではないでしょうか。当初は
家督相続に対する何らかの信念に基づく行為だとは見なさなかった
のです。ところが、新しい事実を知ると、重治の態度は直接的な利
害関係や障害などに対応した処世術的行為であったのではなく、あ
る種の高い信念を持った武将としての行動であったと評価し直す松
倉重政でした（付け加えますと、松倉重政は、父を亡くした１１歳
の外孫（藤堂嘉

よ し

次
つ ぐ

）に自分の領地から二千石分を与えています）。

第８回　松倉重政よもやま話

（新町と松倉豊後守重政４００年記念事業実行委員会委員　藤井正英）

五條地区伸ばそう公共下水道
公共下水道工事にご協力ください

　五條市では、公共下水道の使用できる地域を拡大するために、毎年整備工事を実
施しています。
　平成１９年度は、北宇智駅踏切周辺、今井１・２・３・４丁目、須恵１丁目、野
原西６丁目、二見１・２丁目、五條１丁目などで工事を予定しています。
　現在、須恵１丁目、今井４丁目、野原西６丁目で工事を着手し、市民の皆さんに
は御迷惑をお掛けしていますが、工事看板やガードマン等の誘導にご理解とご協力
をお願いします。
　なお、今後着手する箇所についても事前に通行規制等を回覧文書や予告看板でお
知らせします。

一日も早く水洗化を！
水洗化の促進を行っています

　五條市では、市民の皆さんが健康で快適な生活を送れるよう、また豊かな自然環境を守るため、昭和６０年度
から公共下水道事業に取り組み、すでに約４，３００戸の家庭で下水道が使用されています。
　現在、下水道を使用できる地域の皆さんに一日も早い水洗化工事のお願いに、未接続家庭への訪問を実施して
います。　
　市民の皆さんのご理解ご協力をよろしくお願いします。

■問合先　下水道課計画係　本（内線３３７）

今
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１２月４日から１０日は

人権週間です

人権講演会

■日時　１２月８日（土）午後２時開会（１時３０分受付開始）
■場所　市民会館大ホール
■講師　山本健治 さん
■テーマ　「身近な偏見から人権問題を考える」

山本　健治（やまもと　けんじ） 
　フリーライター・ニュースコメンテーター
　　１９４３年１２月１２日生
　　高槻市会議員（１９７５年４月～１９８３年３月・２期）
　　大阪府会議員（１９８３年４月～１９８７年３月・１期）

社会福祉法人・四季の会（高槻梶原ピッコロ保育園）理
事

　▽主な出演番組
　　ＡＢＣ「おはようコール」「ムーブ！」
　　関西テレビ「ぶったま！」「痛快！エブリデイ」
　▽主な著書
　　「たかが掃除と言うなかれ」「すべての一歩は掃除から」
　　「ホウキとヤル気」「社長の机を現場に移せ」など

■主催　五條市　五條市教育委員会
　　　　五條市人権啓発推進本部
　　　　五條市人権教育推進協議会

■問合先　生涯学習課　本（内線８１８、８２４）

　人権はみんなが持つもの、守るもの、お互いに相手の立場を理解し豊かな人間関係をつくりましょう。

○人権週間における特設人権相談所開設
　人権擁護委員および法務局職員による人権相談所を開設します。
■日時　１２月４日（火）午前１０時～午後３時
■場所　奈良地方法務局五條支局（五條市新町３−３−２）　
　　　　牧野公民館（五條市中之町１７６４−１）
　　　　二見公民館（五條市二見２−５−１）
　　　　宗桧公民館（五條市西吉野町城戸２７）
　　　　ふれあい交流館（五條市大塔町宇井９４）
■問合先　奈良地方法務局五條支局　℡２２・２４８４

○人権週間無料法律相談
　奈良県弁護士会所属の弁護士による無料法律相談を開設します。
■日時　１２月５日（水）午後１時～４時
■場所　下市町役場１階第１相談所（吉野郡下市町字下市１９６０番地　☎０７４７・５２・０００１）

山本　健治さん

人権を確かめあう市民のつどい

講師に、ニュースコメンテーター「ヤマケン」こと山本健治さんを迎えて

1�くらしのメモ



五
條
市
成
人
式

意
見
発
表
者
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
20
年
１
月
13
日（
日
）に
市
民

会
館
で
開
催
す
る
五
條
市
成
人
式
の

意
見
発
表
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ

で
五
條
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

人
■
申
込
方
法　

１
２
０
０
字
程
度
に

意
見
を
ま
と
め
た
原
稿
を
11
月
30

日（
金
）ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
直

接
持
参
す
る
か
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
な
お

応
募
者
に
は
後
日
生
涯
学
習
課
か

ら
連
絡
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
原

稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
市
教
育
委
員
会
事
務
局

　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　

〒
６
３
７―

０
０
８
３

　

五
條
市
下
之
町
２
１
番
地

　

本（
内
線
８
２
４
、８
２
５
）

五
條
児
童
館『
ク
リ
ス
マ
ス
の
集

い
』参
加
者
募
集

■
日
時
・
対
象

▽
小
学
生
の
部

　

12
月
８
日(

土)

　

午
前
10
時
～
11
時
ご
ろ

▽
保
育
所･

幼
稚
園
児
の
部

　

12
月
８
日(

土)

　

午
後
１
時
～
２
時
ご
ろ

■
場
所　

五
條
児
童
館（
市
役
所
北

側
）

■
定
員

　

▽
小
学
生
の
部　

１
０
０
人

　

▽
保
育
所･

幼
稚
園
児
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
人

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
先
着
順

■
費
用　

子
供
一
人
に
つ
き
２
０
０

円
■
内
容　

歌
、
ゲ
ー
ム
、
サ
ン
タ
さ

ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

■
申
込
方
法　

11
月
30
日（
金
）ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
直
接
児
童
館

ま
で
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
児
童
館

　

☎
２
２
・
２
２
２
８

第
22
回
五
條
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

会
長
杯
参
加
チ
ー
ム
募
集

■
日
時　

12
月
９
日（
日
）

　

※
予
備
日　

12
月
16
日（
日
）

■
場
所　

上
野
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド

■
部
門　

①
小
学
生
低
学
年
の
部
、

②
小
学
生
高
学
年
の
部
、
③
中
学

生
の
部
、
④
一
般
の
部（
高
校
生

を
含
む
）、
⑤
一
般
女
子
の
部（
高

校
生
を
含
む
）

※
な
お
、
一
般
の
部
参
加
チ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
１
チ
ー
ム
３
，

０
０
０
円
の
参
加
費
が
必
要
で

す
。

■
申
込
締
切　

11
月
26
日（
月
）

■
そ
の
他　

一
般
の
部
は
11
月
30
日

（
金
）午
後
７
時
30
分
か
ら
、
牧
野

公
民
館
で
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局

（
大
谷
）　

☎
２
２
・
２
６
６
７

第
24
回
市
民
卓
球
大
会参

加
者
募
集

■
日
時　

12
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

■
場
所　

宇
智
体
育
館

■
参
加
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は

市
内
に
職
場
を
有
す
る
人

■
種
別　

シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス

（
男
女
混
合
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

出
場
者
の
氏
名
、
住

所
、
年
齢
、
会
社
名（
学
校
名
）ま

た
は
ク
ラ
ブ
名
、
代
表
者
の
電
話

番
号
等
連
絡
先
を
記
載
し
次
ま
で

郵
送
も
し
く
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
し

て
く
だ
さ
い
。（
個
人
参
加
も
可
）

■
申
込
締
切　

11
月
24
日（
土
）

■
そ
の
他　

ゼ
ッ
ケ
ン
は
、縦
15
㎝
、

横
20
㎝
で
上
に
姓
、
下
に
ク
ラ
ブ

名
を
記
入
し
背
に
つ
け
る
こ
と
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
市
卓
球
協
会（
峯
野
）

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
５
・
２
２
８
５

　

五
條
市
田
園
２
丁
目
４―

１
７

第
３
回
五
條
市

長
寿
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

出
場
チ
ー
ム
募
集

■
開
催
日　

12
月
15
日（
土
）

※
雨
天
の
場
合
は
12
月
22
日（
土
）

■
場
所　

上
野
公
園
メ
イ
ン
グ
ラ
ウ

ン
ド

■
参
加
資
格　

五
條
市
内
に
在
住
す

る
60
歳
以
上
の
人

■
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
４
人
以

上
６
人
以
下（
た
だ
し
、
１
チ
ー

ム
に
つ
き
記
録
係
を
必
ず
２
人
指

定
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
申
込
締
切　

11
月
22
日（
木
）（
た

だ
し
96
チ
ー
ム
に
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。）

■
申
込
・
問
合
先

　

介
護
福
祉
課
高
齢
対
策
係

　
　

本（
内
線
２
９
２
、２
４
９
）

　

西
吉
野
支
所
厚
生
課

　
　

西（
内
線
１
７
）

　

大
塔
支
所
住
民
厚
生
課

　
　

大（
内
線
４
０
）

手
作
り
お
し
ゃ
れ
講
座

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

　
「
手
作
り
お
し
ゃ
れ
講
座
」は
、
自

分
ら
し
く
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
み
た
い

女
性
の
講
座
で
す
。
今
回
は
、
お
気

に
入
り
の
香
り
の
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド

ル
を
作
っ
て
、
や
さ
し
い
光
の
す
て

き
な
ク
リ
ス
マ
ス
を
す
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
１
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

20
人（
五
條
市
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
中
学
生
以
上
の
女

性
）

■
テ
ー
マ　

ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
を

作
り
ま
し
ょ
う

■
指
導
者　

長
谷
川
弥
生
先
生（
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ス
ト
）

■
参
加
費　

１
，
１
０
０
円（
材
料

費
８
０
０
円
、
利
用
団
体
連
絡
協

議
会
会
費
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

■
申
込
方
法　

11
月
22
日（
木
）ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場（

料
理
教
室
）

■
日
時　

12
月
８
日（
土
）　

午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

８
組（
五
條
市
に
在
住
す

る
小
学
生
お
よ
び
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
）

■
テ
ー
マ　

ケ
ー
キ
生
地
に
、
生
ク

リ
ー
ム
や
フ
ル
ー
ツ
を
飾
っ
て
ク

リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
親

子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
（
ス
ポ

ン
ジ
生
地
は
用
意
し
ま
す
）

■
指
導
者　

田
中
孝
佳
先
生（
田
中

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
）

■
参
加
費　

２
，
３
０
０
円（
材
料

費
２
，
０
０
０
円
、
利
用
団
体
連

絡
協
議
会
会
費
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

三
角
き
ん
、
絞
り
袋
、
口
金
、
筆

記
用
具

■
申
込
方
法　

11
月
30
日（
金
）ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
講
座

　

季
節
の
寄
せ
植
え
を
一
緒
に
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
10
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人（
五
條
市
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
テ
ー
マ　

ウ
ッ
ド
ボ
ッ
ク
ス
が
オ

シ
ャ
レ
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
コ
ン
テ

ナ
ガ
ー
デ
ン

■
指
導
者　

青
木
恵
子
先
生（
ガ
ー

デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
参
加
費　

２
，
３
０
０
円（
材
料

費
２
，
０
０
０
円
、
利
用
団
体
連

絡
協
議
会
会
費
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

古
新
聞
、ゴ
ミ
袋
、ガ
ー

デ
ン
グ
ロ
ー
ブ（
軍
手
）、
筆
記
用

具
、
作
品
持
ち
帰
り
用
袋

■
申
込
方
法　

11
月
30
日（
金
）ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

催し

裁
判
員
制
度
が
平
成
21
年
５
月

ま
で
に
始
ま
り
ま
す
!!

裁
判
員
制
度
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
五
條

　

最
近
、
新
聞
な
ど
で
も
目
に
す
る

「
裁
判
員
制
度
」。
そ
の
制
度
の
意
義

と
は
？
裁
判
員
の
役
割
と
は
？
ど
の

よ
う
に
し
て
選
ば
れ
る
の
？
法
律
の

知
識
が
な
く
て
も
大
丈
夫
？
…

1�



し尿くみ取りのお知らせ
〈五條地区・西吉野地区〉

　12月に入ると、し尿くみ取りの依頼が集中し
ます。年内にくみ取りを希望する場合は、でき
るだけ早めに担当業者に依頼してください。

■問合先　衛生センター　☎２２・４４４１

〈大塔地区〉
　12月のくみ取りについては、次の日程を予定
していますので、業者へ直接依頼してください。

１２月１１日（火）・１２月２０日（木）
※当日の受付はできません。

■申込・問合先　ダイワクリーンサービス
　　　　　　　　☎０７４５・５２・３３７２

 ２０世紀後半の約５０年間に五條とその周辺の遺跡で収集された考古遺物の中
から、重要な資料を展示しています。
 
■開館時間　午前９時～午後５時（入館受付は午後４時３０分まで）
　　　　　　※毎週月曜日は休館します。
■観覧料　大人３００円、高校・大学生２００円、小・中学生１５０円

※２０人以上の団体は、それぞれ２割引。
※小学生未満、土曜日の小中高校生、６５歳以上、障害者・介添者

は無料。
※１１月１７日（土）・１８日（日）は、関西文化の日として無料です。

■学芸員による展示解説　１１月２５日（日）　午後２時～２時３０分
■無料シャトルバス　会期中の日曜日と祝日に、ＪＲ五条駅北口と博物館の間
で運行しています。（JR五条駅北口発10:35､11:35､12:35､13:35､14:35）
■問合先　市立五條文化博物館　☎２４・２０１１

市立五條文化博物館（ごじょうばうむ）

平成19年度秋季特別展「五條探究50年―収集された考古遺物―」
12月２日（日）まで開催中

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
の
制
度
に
関
す
る

疑
問
に
つ
い
て
、
裁
判
官
が
お
答
え

し
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
マ
仕
立
て
の

広
報
用
映
画
も
上
映
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
15
日（
土
）　

午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

11
月
12
日（
月
）か
ら

電
話
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。（
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
も

可
）

■
申
込
・
問
合
先

　

奈
良
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
７
４
２
・
２
６
・
１
２
７
１

　
（
代
表
）

第
19
回
舞
踊
親
睦
発
表
会

　

中
央
公
民
館
を
は
じ
め
と
す
る
市

内
の
各
公
民
館
等
で
舞
踊
を
学
ぶ

人
々
、お
よ
び
先
生
が
発
表
す
る「
第

19
回
舞
踊
親
睦
発
表
会
」を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

12
月
２
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

■
発
表
者　

惣
楽
社
中
、今
田
社
中
、

辻
本
社
中
、
脇
本
社
中
、
芳
本
社

中
、
西
村
社
中
、
刀
谷
社
中
、
福

岡
社
中
、
樋
口
社
中

■
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

近
畿
府
県
合
同
防
災
訓
練

　

近
畿
府
県
合
同
防
災
訓
練
と
は

「
近
畿
２
府
７
県
危
機
発
生
時
の
相

互
応
援
に
関
す
る
基
本
協
定
」に
基

づ
き
、
福
井
県
、
三
重
県
、
滋
賀
県
、

京
都
府
、大
阪
府
、兵
庫
県
、奈
良
県
、

和
歌
山
県
、
徳
島
県
の
近
畿
２
府
７

県
に
お
い
て
、
毎
年
一
つ
の
県
で
合

同
で
実
施
し
て
い
る
訓
練
の
こ
と
で

す
。
本
年
は
奈
良
県
で
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
見
学
も
可
能
で
す
。

■
日
時
・
場
所

▽
12
月
１
日（
土
）　

図
上
訓
練（
奈

良
市
鴻
ノ
池
運
動
公
園
）

▽
12
月
２
日（
日
）　

合
同
実
動
訓
練

（
航
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校

奈
良
基
地
＝
奈
良
市
法
華
寺
町
）・

緊
急
消
防
援
助
隊
合
同
訓
練（
奈

良
県
浄
化
セ
ン
タ
ー
＝
大
和
郡
山

市
）

※
そ
の
他
、防
災
講
演
会
・
防
災
グ
ッ

ズ
な
ど
も
展
示

■
問
合
先

　

奈
良
県
防
災
統
括
室

　

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
７
０
０
６

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.kinki-bosai2007.

com
/index.htm

l

さ
ざ
な
み
コ
ン
サ
ー
ト

■
日
時　

11
月
18
日（
日
）　

午
後
２

時（
１
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

１
，
０
０
０
円

■
出
演
者　

松
本
久
美
子
・
三
木
栄

子（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
上
辻
静
子（
ア

ル
ト
）、
中
村
茂
子（
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
）、
岩
上
千
佳
子
・
中
道
瑞
絵

（
ピ
ア
ノ
）、
グ
ル
ー
プ
環
・
五
條

混
声
合
唱
団（
合
唱
）

■
曲
目　

ス
ケ
ル
ツ
ォ
Ⅲ（
シ
ョ
パ

ン
作
曲
）、
ソ
ル
ヴ
エ
イ
グ
の
歌

（
グ
リ
ー
グ
作
曲
）、
イ
タ
リ
ア
民

謡
メ
ド
レ
ー
、
大
地
讃
頌（
佐
藤

眞
作
曲
）、
そ
の
他

■
主
催　

m
itschönerM

usik
■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
・
問
合
先

　

岡
忠
商
店　

☎
２
２
・
２
１
６
１

　

三
木　
　
　

☎
２
５
・
０
９
９
５

自
衛
隊
各
種
採
用
試
験

■
任
期
制
自
衛
官

▽
試
験
日
時　

12
月
９
日（
日
）

▽
募
集
種
目　

任
期
制
自
衛
官「
２

等
陸
・
海
・
空
」（
１
任
期
＝
陸
：

２
年
、
海
・
空
：
３
年
）

▽
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
子

1�お知らせ



　「広報五條」は原則新聞折り
込み（ただし全国紙等）で配布
します。新聞を購読していない、
または新聞広告等が折り込まれ
ていない世帯については、個別
発送希望の申請を行ってくださ
い。
インターネットの五條市ホームページ
（http://www.city.gojo.lg.jp/）
にも「広報五條」を掲載してい
ます。

柿の里まつり
柿にちなんだイベント
盛りだくさん！

■日時　１１月１８日（日）午前９時～午後３時
■場所　ＪＡならけん西吉野柿選果場（西吉野町奥谷１９５５）
■イベント　餅つき、大鍋、キッズコーナー、西吉野の特産品販売、
　　　　　　柿を使ったゲーム大会、その他模擬店
■問合先　ＪＡならけん選果場　☎０１２０・２４４・４０１

▽
受
付
期
間　

12
月
８
日（
土
）ま
で

■
自
衛
隊
生
徒

▽
試
験
日
時

（
一
次
）平
成
20
年
１
月
12
日（
土
）

（
二
次
）平
成
20
年
１
月
25
日（
金
）

～
28
日（
月
）

▽
募
集
種
目　

陸
上
自
衛
隊「
自
衛

隊
生
徒
」

▽
受
験
資
格　

17
歳
未
満
の
男
子
で

中
学
校
卒
業
者（
見
込
み
を
含
む
）

▽
受
付
期
間　

平
成
20
年
１
月
８
日

（
火
）ま
で

▽
そ
の
他　

修
学
年
限
４
年
、
卒
業

時
３
等
陸
曹

■
問
合
先

　

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所

　

☎
２
２
・
３
７
８
９

県
立
明
日
香
養
護
学
校

体
験
学
習（
中
学
部
・
高
等
部
）

■
中
学
部

▽
日
時　

12
月
４
日（
火
）午
前
９
時

～
午
後
１
時（
給
食
の
試
食
を
行

い
ま
す
）

▽
場
所　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

▽
対
象　

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
小

学
６
年
生
と
保
護
者
お
よ
び
関
係

者

※
訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
す
る
生

徒
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者（
当

日
参
加
の
困
難
な
場
合
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

■
高
等
部

▽
日
時　

12
月
６
日（
木
）午
前
９
時

～
午
後
１
時（
給
食
の
試
食
を
行

い
ま
す
）

▽
場
所　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

▽
対
象　

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
中

学
３
年
生
と
保
護
者
お
よ
び
関
係

者
※
訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
す
る
生

徒
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者（
当

日
参
加
の
困
難
な
場
合
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

■
申
込
・
問
合
先

　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

　

〒
６
３
４―

０
１
４
１

　

高
市
郡
明
日
香
村
川
原
４
１
０

　

☎
０
７
４
４
・
５
４
・
３
３
８
０

県
立
大
和
中
央
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

■
資
格　

中
学
校
卒
業
ま
た
は
平
成

20
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者
等

■
願
書
受
付　

３
月
４
日（
火
）、
５

日（
水
）、
９
日（
日
）、
16
日（
日
）、

18
日（
火
）、
21
日（
金
）、
23
日

（
日
）、
26
日（
水
）、
27
日（
木
）午

後
１
時
～
午
後
４
時（
27
日
の
み

午
前
９
時
～
午
前
11
時
）

■
そ
の
他　

願
書
交
付
期
間
、
提
出

書
類
、
入
学
者
の
選
抜
方
法
等
詳

細
に
つ
い
て
は
県
立
奈
良
高
等
学

校
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
学
校
説
明
会

▽
日
時　

12
月
８
日（
土
）午
後
２
時

～
午
後
３
時

▽
場
所　

県
立
奈
良
高
等
学
校

▽
対
象　

平
成
20
年
度
通
信
制
課
程

へ
の
入
学
を
希
望
す
る
生
徒
、
保

護
者
お
よ
び
中
学
校
関
係
者（
参

加
希
望
者
は
、
事
前
に
電
話
で
県

立
奈
良
高
等
学
校
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。）

■
問
合
先

　

県
立
奈
良
高
等
学
校

　

〒
６
３
０―

８
１
１
３

　

奈
良
市
法
蓮
町
８
３
６

　

☎
０
７
４
２
・
２
３
・
２
８
５
５

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

　

岸
本
憲
一
良（
御
山
町
）

　

松
田
ヤ
ヱ
ノ（
田
園
１
丁
目
）

　

生
蓮
寺
世
話
人
会
和
讃
講（
二
見

７
丁
目
）

　

大
谷
高
男（
霊
安
寺
町
）

　

五
條
サ
テ
ィ
（
今
井
２
丁
目
）
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